
・思い出の「グリーンランド」入場リストバンドを、今も大切に身につ 

けている男子。 

先日の大分県立美術館開館１０周年記念展示見学の際、彼 

のリュックサックには、修学旅行出発前にもらったお守りが揺れてい 

ました。 

「あのお守りは、僕がつくったんだよ」と私に教えてくれた２年生。 

「修学旅行」は、それぞれの楽しかった記憶やいつか自分も行ける 

という期待となって、いつまでも子どもたちの心に。

 

・別府市教育委員会のグローバル人材育成推進事業として、市内小学校６年生及び中学校

３年生を対象に、立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）の学生たちと対面での交流会を実施する

ものです。本校の児童生徒１８名が貸切バスでＡＰＵに移動し、霧深いキャンパスを横切って、

会場に到着しました。迎えてくれた学生さんたちは、母国の習慣や食事などの紹介、また日本

人の学生さんは、留学経験を話してくれました。児童生徒は、グループごとにテーマを定めて、

本校の紹介や修学旅行などの行事を英語で発表しました。終了後、学生さんから、他校の児

童生徒と比べて、①物怖じせずコミュニケーションがとれること②その様子をみて、冷やかした

り、からかったりする子どもがいないことを感想として伺いました。 

    

 

・例年どおり、別府消防本部の職員の指導のもと、小学校４年生、５年生及び中学校２年生が、

AED 等を活用し、他者の命を救う技術や意識を身に付けるための訓練を行いました。 

 

 

『学校(園)の教育目標』 多様性を尊重し、自他のよさを認め合い、主体的に学ぶ東山の子 
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